
《国民年金保険料について》
問日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６―５３１１）
　市民課（あ２２―８１５５／い２２―２９５４）

学
生
納
付
特
例
申
請

　

平
成
23
年
度
、
学
生
納
付
特
例
制
度
に

よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
、
平
成
24
年

度
も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人
に
は
、
３
月

下
旬
に
基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
形
式
の「
学
生
納
付
特
例
申
請
書
」が

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
す
る
場
合
は
、
こ
の

ハ
ガ
キ
に
必
要
最
小
限
の
事
項
を
記
入
す

る
だ
け
で
申
請
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、

在
学
証
明
書
や
学
生
証
は
不
要
で
す
。

　

初
め
て
学
生
納
付
特
例
の
申
請
を
す
る

人
は
、
在
学
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
は
学
生
納
付
特
例

制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、
納
付
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　

４
月
分
か
ら
平
成
25
年
３
月
分
ま
で
の
国

民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
４
，９
８
０
円

で
す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送

ら
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
便
利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替

も
あ
り
ま
す
。
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
年
金
事
務
所
や
金
融
機
関
に
備
え
付
け

の
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印（
金
融
機
関
の
届
出
印
）し
て
、
お
近
く

の
年
金
事
務
所
に
申
し
込
む
か
、
口
座
振
替

を
希
望
す
る
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

３月ホッといきいき教室
　　　　　　    ～介護予防教室～
【と　き】３月２９日（木）午前１０時３０分～午後３時

【内　容】午 前：「介護予防事業についての話」

午 後： 自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、

健康相談など）

【ところ】グリーンスコーレせきがね    

【参加料】１，３００円（昼食・入浴料）

【募集条件】６５歳以上で、介護認定を受けていない人

※毎月、申し込みが必要です。

※送迎希望の場合は、開催日の１週間前までにご連絡ください。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

い人い

３月の認知症の人と家族の会
　　　　　　　「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えて

いる悩みを語り合い、分かち合ったり、情報交換したり、

何でも話し合える場です。気軽に参加してください。

倉吉会場 第３木曜日
と　き：３月１５日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

関金会場４月・７月・１０月・１月の第１木曜日
問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

介護家族交流会

　レクリーションや負担にならない介護方法の実践、

介護の話やいろいろな情報交換をして、日ごろの介護

の疲れを発散しましょう。

と　き：３月２１日（水）午前１１時～午後２時３０分

ところ：上灘公民館

対象者： 在宅で高齢者を介護している市内在住の人

講　師：福澤 美恵子さん（倉吉体育文化会館 館長）

石賀 純子さん（倉吉市認知症地域支援推進員）

参加費：無料（昼食代６５０円のみ自己負担）

定　員：２０人（要申込）

申込期限：３月１３日（火）

問 長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

公開なごもう会

　「なごもう会」は、高齢者が寝たきりや認知症などに

ならないように、介護予防事業として健康体操やレク

リエーションなどを各地区で実施しています。

　３月は、この会をたくさんの人に知ってもらうため、

次のとおり「公開なごもう会」として開催します。

地　区 日　　程

上北条 ３月  ６日（火） 午 前

上　井 ３月  ６日（火） 午 後

西　郷 ３月  ７日（水） ３月２１日（水） 午 前

上　灘 ３月  ８日（木） ３月２２日（木） 午 後

成　徳 ３月  ８日（木） ３月２２日（木） 午 前

明　倫 ３月  ２日（金） ３月１６日（金） 午 後

灘　手 ３月１４日（水） ３月２８日（水） 午 前

社 ３月  １日（木） ３月１５日（木） 午 後

北　谷 ３月  ５日（月） ３月１９日（月） 午 後

高　城 ３月１３日（火） ３月２７日（火） 午 後

小　鴨 ３月１２日（月） ３月２６日（月）
午 前

午 後

上小鴨 ３月  ９日（金） ３月２３日（金） 午 前

関　金 ３月  ９日（金） ３月２３日（金） 午 後

※午前：午前１０時～１１時３０分
※午後：午後１時３０分～３時

ところ： 各地区公民館

※ ただし ､高城地区はさわやか人権文化センター、

関金地区は関金総合文化センター

※見学希望の人は、事前に連絡してください。

※見学には送迎はありません。

対象者： おおむね６５歳以上で要支援・要介護認定を

受けておらず、一定の条件にあてはまる人

＝ボランティアでの参加者も募集中です＝

問 長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）
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ぇ

地方配送いたします。

■玄米  ２，７００円/10ｋｇ
■モチ米  ４００円/1ｋｇ

３，６００円/10ｋｇ
三朝コシヒカリ  ３，４００円/10ｋｇ
新米コシヒカリ  ３，２００円/10ｋｇ

 ２，８００円/10ｋｇコシヒカリブレンド 

倉吉市越中町2095-1 

～第２回ニュースポーツ交流会・ドッヂビー大会～

日ごろ培ったチームワークで勝負！

１月２９日（日）
　市営体育センターにおいて平成２３年度第２回ニュースポーツ

交流会・ドッヂビー大会を開催しました。当日は地域で活動する

スポーツクラブなどで構成された６チームが参加し、大歓声の中、

熱戦を見事制した「河北ＳＳ―Ａチーム」が全勝優勝。参加者はさ

わやかな汗を流しました。

～打吹公園だんご教育奨励賞表彰式～

よく学び、よく励みました

２月１９日（日）
　「打吹公園だんご教育奨励賞」は、児童・生徒のスポーツ活動、

文化活動に顕著な成績を収めた個人・団体に対し、倉吉市教育振

興基金の事業により授与されたものです。

　この日、倉吉未来中心小ホールで表彰式が行われました。表彰

を受けた個人・団体数は以下のとおりです。　

・スポーツ奨励賞（個人）…１２人

・スポーツ奨励賞（団体）…３団体

・文化奨励賞（団体）…１団体　

～倉吉市学校給食週間「児童・生徒作品展」と「表彰式」～

「このポタージュ、おいしい！」

２月１１日（土）
　１月２４日～３０日は全国学校給食週間です。これは、昭和２１年

に戦後初めて給食が再開されたことを記念して制定されたものです。

　この日は、倉吉未来中心アトリウムで、「チャレンジ！栄養士」

給食献立応募作品入賞者と標語応募作品入賞者の表彰式が行われ

ました。受賞した子どもたちは、誇らしげに賞状を受け取ってい

ました。また、同じ会場で児童・生徒の作品展と給食メニューの

試食コーナーが開催され、訪れた人たちは、「じげの白ネギたっぷ

りポタージュ」などに舌鼓を打ちました。

（19）平成 24.3



倉吉市人権政策課

２２―８１３０／   ２２―８１３５
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シリーズ

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
早
や
１

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

連
日
、
テ
レ
ビ
な
ど
に
映
し
出
さ
れ
る

被
災
地
の
甚
大
な
被
害
状
況
や
被
災
者
の

姿
を
見
る
と
、
思
わ
ず
目
を
背
け
た
く
な

る
自
分
の
弱
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
１
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
半
世
紀
に
及
ぶ
豊
か
な
高
度

成
長
期
の
中
で
、
私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て

い
た
絆
の
大
切
さ
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
年

で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

辞
書
に
、「
絆
」と
は
、「
馬
や
犬
な
ど
動

物
を
つ
な
ぎ
止
め
る
綱
」
や
、「
断
ち
切
り

が
た
い
気
持
ち
」と
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

こ
こ
で
の
絆
は
後
者
で
、
愛
の
気
持
ち
が

ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
暮
れ
、
人
生
の
指
標
に

多
大
な
示
唆
を
い
た
だ
き
続
け
、
尊
敬
し

て
や
ま
な
か
っ
た
先
生
を
失
い
ま
し
た
。

見
舞
い
に
行
っ
た
時
、
90
歳
の
先
生
は
、「
俺

は
長
生
き
で
き
て
よ
か
っ
た
、
君
の
成
長

を
つ
ぶ
さ
に
見
て
、
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
て

…
」と
手
を
握
り
な
が
ら
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
身
に
余
る
先
生
の
言
葉
に
感
激

し
な
が
ら
、
な
ぜ
か
10
年
ほ
ど
前
に
、
同

じ
よ
う
に
90
余
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
別
の

恩
師
を
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
先
生
が
、「
俺
は
ど
う
も
長
生
き
し

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
い
な
」と
寂
し
く
つ
ぶ

や
い
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
。
家
族
に
迷
惑

を
か
け
る
と
い
う
、
先
生
の
気
持
ち
は
分

か
ら
な
い
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、「
あ

れ
ほ
ど
地
域
社
会
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

て
い
た
の
に
、
な
ぜ
悲
観
す
る
の
か
」と
強

く
感
じ
た
の
で
す
。
以
後
、
私
は
、
こ
の

言
葉
が
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
疑
問

を
持
ち
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

人
は
、
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
職
場
か

ら
も
地
域
か
ら
も
疎
遠
に
な
り
、
孤
独
を

感
じ
る
日
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
若
い
時
に
は
考
え
も
し
な
か
っ
た

「
自
分
は
こ
の
ま
ま
生
き
て
い
て
よ
い
の
だ

ろ
う
か
」と
い
う
自
問
自
答
が
起
こ
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
町
内
は
、
１
０
０
歳
近

く
の
最
高
齢
者
を
筆
頭
に
、
80
歳
以
上
が
約

20
人
、
75
歳
以
上
が
約
50
人
と
、
急
速
に
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
町
内
の
新
年
総
会
で
報
告
さ
れ

た
人
権
問
題
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
、
14

項
目
の
課
題
の
中
で
、
ト
ッ
プ
は
や
は
り

高
齢
者
問
題
で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

総
会
の
中
で「
わ
が
町
の
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
は
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
で
あ

る
」と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
そ
れ
は
地
域
の

強
い
絆
づ
く
り
が
原
点
に
あ
り
ま
す
。
今

こ
そ
地
域
住
民
一
人
一
人
が
知
恵
と
行
動

を
出
し
合
い
、
私
の
成
長
を
喜
ん
で
く
れ

た
先
生
の
よ
う
に
、
若
者
の
成
長
を
自
分

の
こ
と
と
し
て
喜
び
あ
い
、
見
守
る
よ
う

な
心
温
か
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
倉
吉
市
の
65
歳
以
上
の
人
口
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
平
成
24

年
１
月
末
現
在
で
１
３
，８
９
７
人
、
全
体
の
27
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

誰
も
が
歳
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。
自
分
が
高
齢
者
と
な
っ
た
と
き
、
ど
の

よ
う
に
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
自
分

の
住
む
ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か

―
。
楽
し
み
で
あ
り
、
心

配
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
き
た
高
齢
者
の
話
か
ら
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

くらよし男女共同参画推進スタッフ募集

　一人一人の人権が尊重され、個性と能力が発揮でき、男女

がともに喜びや責任を分かち合える社会を目指しています。

　スタッフは、男女共同参画について学び、地域への情報発

信や学習方法の提供を行います。ぜひ、ご応募ください。

役　割： 男女共同参画の理解を深めるための自主学習・啓発

活動

任　期：１年（４月１日～平成２５年３月３１日）

応募方法： 住所、名前、電話番号を、電話かファックスで連

絡してください。

応募期限：３月３０日（金）

問人権政策課（あ２２―８１３０／い２２―８１３５）

絆
を
大
切
に
高
齢
者
と
一
緒
に
町
づ
く
り

絆
を
大
切
に
高
齢
者
と
一
緒
に
町
づ
く
り

部落解放研究倉吉市集会
企画委員募集

　「部落の完全解放と人権の確立を全市民の力

で」をスローガンに開催を予定している次回第

４０回倉吉市集会の企画・立案に携わる企画委

員を募集します。

市集会開催時期：８月２６日（日）

任　期： １年（４月１日～平成２５年３月３１日）

応募方法： 住所、名前、電話番号を郵便、または

電話、ファックスで連絡してください。

応募締切：３月１６日（金）

問人権政策課（あ２２―８１３０／い２２― ８１３５）
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〝
と
り
た
ん
〞で
は
春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
！

　

高
校
新
２
・
３
年
生
の
皆
さ
ん
、
一
足
早

い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
社
会
人
、
保
護
者
も
大
歓
迎
！
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
と　

き
】
３
月
25
日（
日
）
午
前
11
時
〜
午

後
３
時
30
分（
受
付

：

午
前
10
時
15
分
〜
）

【
と
こ
ろ
】鳥
取
短
期
大
学

【
内　

容
】　

◎
学
科
体
験
ツ
ア
ー

　

在
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
ご
案
内
し
ま

す
。
全
学
科
の
授
業
体
験
が
で
き
ま
す
よ
。

授
業
内
容

● 

社
会
で
活い

か
そ
う
！
〜
資
格
・
検
定
〜

●  

刑
法
の
だ
ま
し
と
民
法
の
だ
ま
し

　

〜
同
じ
詐
欺
で
も
違
う
よ
〜

● 

住
居
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー

た
ち

● 

あ
な
た
の
味
覚
は
大
丈
夫
？

　

〜
何
の
味
か
当
て
て
み
よ
う
〜

● 
た
だ
の
な
ぐ
り
が
き
じ
ゃ
な
い
！

　

〜
子
ど
も
の
絵
の
不
思
議
〜

◎
と
り
た
ん
○
×
ク
イ
ズ

◎ 

な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー（
社
会
人
相

談
コ
ー
ナ
ー
あ
り
）

◎
保
護
者
対
象
説
明
会　

な
ど

※
昼
食（
バ
イ
キ
ン
グ
）は
無
料
で
す
。

※
無
料
送
迎
バ
ス

　

▼ 

倉
吉
駅
４
番
バ
ス
の
り
ば
発

：

午
前
10
時
25

分
、
10
時
45
分

　

▼
短
大
発

：

午
後
３
時
40
分
、
３
時
55
分

【
申
込
期
限
】３
月
22
日（
木
）（
当
日
参
加
も

で
き
ま
す
）

絣
かすり

研究室 

平成２４年度研究生募集！

　伝統工芸である倉吉絣の染めから織

りまでの技術を１年間かけて学びます。

３月には、修了作品展を開催します。

講習期間：４月～平成２５年３月の

　　　　　毎週火・木曜日

講　師：吉田 公之介

　　　　（本学絣美術館館長）

定　員：１０人

問鳥取短期大学総務課（あ２６―１８１１）

No.34

楽
し
い
交
流
員
の
仕
事

　

私
が
倉
吉
市
の
交
流
員
に
な
っ

て
、
今
月
で
丸
３
年
に
な
り
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
色
ん
な
こ
と
を
経

験
し
、多
く
の
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

私
の
仕
事
の
中
で
、
年
間
を
通

し
て
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
の
は

韓
国
語
講
座
で
す
。
交
流
員
に
な

る
前
に
、
高
校
で
韓
国
語
を
教
え

て
い
た
の
で
、
少
し
自
信
が
あ
り

ま
し
た
が
、
実
際
に
始
め
て
み
る

と
大
変
で
し
た
。

　

高
校
で
は
、
基
礎
レ
ベ
ル
の
授

業
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
市
民

講
座
は
、
長
い
間
、
熱
心
に
勉
強

し
て
い
る
受
講
生
も
お
ら
れ
、
か

な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
ク
ラ
ス
も
あ

り
ま
す
。
普
段
は
、
何
不
自
由
な

く
使
っ
て
い
る
母
国
語
で
す
が
、

い
ざ
教
え
る
立
場
に
な
る
と
、
文

法
や
言
葉
の
使
い
方
、
言
葉
の
由

来
な
ど
、
正
確
に
説
明
す
る
こ
と

の
難
し
さ
と
知
識
不
足
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

小
学
校
や
公
民
館
で
の
異
文
化

理
解
派
遣
講
座
は
、
地
域
で
多
く
の

人
に
出
会
え
る
、
と
て
も
貴
重
な

機
会
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は

ド
ラ
マ
や
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
ど
の
人
気

で
、
講
座
へ
の
参
加
者
も
多
く
、
韓

国
に
関
す
る
質
問
な
ど
も
活
発
に
出

て
き
ま
す
。
時
に
は
、
私
よ
り
韓
国

の
芸
能
人
や
人
気
ア
イ
ド
ル
に
詳
し

い
人
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
、
恥
ず

か
し
な
が
ら
、
逆
に
教
え
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
交
流
事
業
の
通
訳

や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
と
し
て
の
仕

事
も
多
く
こ
な
し
ま
す
。
姉
妹
都

市
で
あ
る
羅ナ

ジ

ュ州
市
と
の
市
民
や
青

少
年
の
交
流
、
中
部
の
民
間
団
体

の
交
流
事
業
な
ど
の
窓
口
業
務
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
交

流
で
は
、
普
段
接
す
る
機
会
の
少

な
い
人
た
ち
の
通
訳
を
す
る
こ
と

が
多
く
、
事
前
に
用
語
を
覚
え
る

な
ど
準
備
が
大
変
な
時
も
あ
り
ま

す
が
、
色
ん
な
話
が
聞
け
る
の
で
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
報
を
通
じ
て
皆
さ
ん
に

会
う
こ
と
が
で
き
る
こ
の
コ
ラ
ム
で

は
、
限
ら
れ
た
紙
面
で
正
し
い
情
報

が
提
供
で
き
る
よ
う
気
を
配
っ
て
い

ま
す
。
直
接
会
う
こ
と
が
で
き
な
い

人
に
も
、
韓
国
の
こ
と
や
交
流
の
楽

し
み
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

空
間
な
の
で
、
市
報
を
手
に
す
る
皆

さ
ん
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

　

韓
国
と
の
交
流
事
業
な
ど
、
こ

の
３
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、

韓
国
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。
日

ご
ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
た
ち
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
３

月
17
日（
土
）
正
午
か
ら
上
灘
公
民

館
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▲ 青少年交流で羅州を訪問した
時の様子

▲ 昨年３月に開催した「とりたん春の
オープンキャンパス」

問鳥取短期大学入試広報課
　（あ２６―９１７１）

と
り
た
ん 　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

春
の
春
の

（21）平成 24.3


